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 ★被災地等を⽀援する【JOSOたすけあい基⾦】は注⽂番号  500253  1⼝500円にて毎週受け付けて  います。 
 ★  関東子ども健康調査支援基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 2   　1口1000円～　にて毎週受け付けてい  ます。ご協力よろしくお願い致します。 
 ★  東海第二原発差止訴訟基金【 寄付】   　注文番号：  5 0 0 2 5 1   　1口500円にて毎週受け付けていますご協  力お願い致します。 
 ★  JOSO脱プラ基金  は注文番号：  5 0 0 2 5 4   　1口500円にて毎週受け付けていますご協力お願い致しま  す。 

 2022-23年度活動テーマ　「  つくると食べるでつながろう　～私たちの地産地消～  」 

 東京電⼒福島第⼀原発事故から13年、当基⾦が常総⽣協の中に⽴ち上がって10年が経過しました。地 
 域と連携した活動として、⽣協の供給エリアを超える関東（栃⽊・茨城・千葉・埼⽟・神奈川・東京） 
 の「（放射能による）汚染状況重点調査地域」を中⼼に、⼦ども達の甲状腺エコー検査を⾏ってきまし 
 た。各地域の運営団体、医師・技師の⽅々にボランティア協⼒いただき、エコー検査機1台（350万 
 円。寄付で購⼊）を⽣協の⾞に積んで、年1回各会場を回る巡回検診です。去る12⽉17⽇に⽣協組合員 
 室にて第10年次活動報告会を⾏いましたので報告します。 

 【１】10年間の検診結果、概要  （事故時18歳以下） 

 2024年3月の予定 

 〇生協基幹運営/地域活動・催し●  〇提携・協同・連帯企画● 

 〇「常総っ子応援団」ゴンタで遊ぼうin流星台プレイパーク 
 ※毎週木曜日に外遊び活動をしています！ 

 ・3/16（土）歴史講座、鈴木牧場見学会 
 ・3/19（火）出張みそ講習会 
 ・3/27（水）定例理事会 

 ・3/9(土）じっくり交流会（生産者によるプレゼン）、ままとーんみそ 
 講習会 
 ・3/20（水）さようなら原発全国集会 
 ・3/21（木）茨城県生協連　理事会 
 ・3/23（土）、24（日）関西よつ葉交流会 

 関東⼦ども健康調査⽀援基⾦ 第10年次活動報告 
   

 共同代表 兼 事務局 ⽊本さゆり 



 ●基⾦判定とは    
 ・基⾦判定では、5.1ｍｍ以上の結節であっても良性と判 
 断される場合は「所⾒あり 要経過観察」としています。 
 ・逆に5.0ｍｍ以下でも悪性を疑う場合「要専⾨医/ 精密 
 検査」とすることがあります。 
 ・また、２回⽬以上の受診の場合は、過去の所⾒・画像 
 を確認しながら、その⼤きさや形状の変化をみていきま 
 す  。 

 10  年次（  2022.10  〜  2023.9  ）、事故時  18  歳以下の 
 検診者数は  319  ⼈、のべ⼈数にすると  11,091  ⼈と 
 なりました。対象年齢外も含めると  10  年次  352 

 ⼈、のべ  11,855  ⼈です。これまでに、基⾦の検診を受けた事故時  18  歳以下の⽅で甲状腺癌が確定した⽅ 
 は  3  名です（  10  年次、新たに確定した⽅はいません）。 

 【２】  10  年次の検診会場⼀覧      【３】県別・検診結果 

 【受診者の成⻑と受診⼈数】  受診者数は原発事故から5年⽬（2015年）をピークに減ってきました。新型コ 
 ロナ流⾏も影響しましたが、最も受診が多かった⼩学⽣までの年齢層が、事故から12年経って中学⽣以上になっ 
 た事が⼤きな要因と考えられます。⼀⽅で、成⼈して親元を離れたり、出産を終えて、⾃分⾃⾝で検診申込みをさ 
 れるケースも出てきました。受診者数は減っていますが、現在も「この検診を初めて知りました」という声がある 
 ことから、いかに当事者に情報を届けるか、受診しやすくするにはどうしたらよいか、考えていきたいと思ってい 
 ます。 

 【福島県の状況】  福島県では2011年から「県⺠健康調査」の⼀環として、甲状腺エコー検査（事故当時福島 
 県内に居住していた18歳以下が対象）が⾏われています。約900億円の費⽤は国と東京電⼒が負担。対象者は38 
 万⼈で、2年毎に検診があり現在6巡⽬に⼊っています。20歳を超えると5年毎の節⽬検診となります。 

 直近、2024年２⽉２⽇の福島県の発表は表のとおり 
 です。「細胞診」で「がん疑い」と診断された⼈数 
 と、「⼿術」で「がん確定」となった⼈数は分けて報 
 告されています。 
  単純⽐較はできませんが、事故前は10万⼈に1⼈と 
 ⾔われていた甲状腺がんの罹患率を考えるととても多 
 い⼈数です。「福島県県⺠健康調査 甲状腺評価部会」 
 は、「多発」は認めながらも「甲状腺がんと放射線被 
 ばくの関係」を否定する報告書を発表しています。 

 【ご⽀援のお礼と今後の私たちの検診活動】   基⾦の活動は常総⽣協と、多くの⽅のご寄付に⽀えられ 
 て地域の⼦どもたちを⾒守る活動が10年も継続できたことに⼼より感謝申し上げます。2021年2⽉より注⽂⽤紙 
 から6桁番号（500252=千円）で寄付いただけるようになり、これまでにのべ140⼈の組合員さんから計38万1千 
 円を頂戴しました。誠にありがとうございました。今後については、事故時に⽣まれた⼦が15歳となる（「⼩ 
 児」と呼ばれる最後の年齢）2026年を⼀区切りとして検診頻度を減らしてゆく⽅針です。検診運営を担う18団体 
 と相談し、会場の統合や、隔年での開催などを考えています（活動終了する団体もあります）。2026年以降も検 
 診を継続していくには財政的に充分ではないため引き続きご⽀援をいただければ幸いです。 
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 三上智恵監督の新しい映画「戦雲  ーいくさふむ  」完成︕ 
 沖縄の軍備増強の問題などをテーマにした、三上智恵さんの新しい映画「戦雲ーいくさふむ」が完成しました。 
 その予告編とも⾔えるスピンオフ「沖縄、再び戦場へ(仮題)」は昨年秋に各地で⾃主上映され、 
 ご覧になった⽅も多く居られると思います 

 三上監督からの映画応援のカンパお願いに対し、常総⽣協の「平和の集い 歴史講座」有志で 
 募って送りました。本編エンドロールに、『常総⽣協平和の集い』と掲載されます︕応援カンパ 
 ありがとうございました。 
 3/16からポレポレ東中野と横浜シネマジャック＆ベティで公開です。柏のキネ旬シアターは3/23 
 から始まります。是⾮、劇場まで⾜を運んでご覧ください!︕（平和の集い 組合員 関⾕和⼦）   詳しくは↑こちら 

 COOP-joso   NewsLetter  　2024年3月3回号  -  3  - 



 COOP-joso   NewsLetter  　2024年3月3回号  -  4  - 


